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1.  調査団員・氏名 

 
 



 

 

資料 1 調査団員・氏名 

1-1 現地調査 （平成 16 年 12 月 16 日～平成 17 年 1 月 10 日） 

 

(1) 総括：加藤高史 （JICA マラウイ事務所） 

(2) 計画管理：杉田樹彦 （JICA 無償資金協力部業務第２グループ） 

(3) 業務主任/橋梁・道路計画：市川敏夫 （日本工営） 

(4) 橋梁設計：多田一正：（日本工営） 

(5) 自然条件調査 I(測量・地質/環境社会配慮)：比嘉靖 （長大） 

(6) 自然条件調査 II（河道特性/水文）戸塚奈津子 （日本工営） 

(7) 施工・調達計画/積算：森下潤 （長大） 

 

1-2 概要説明 （平成 17 年 5 月 16 日～平成 17 年 5 月 23 日） 

 

(1) 総括：村瀬達哉 （JICA マラウイ事務所） 

(2) 業務主任/橋梁・道路計画：市川敏夫 （日本工営） 

(3) 橋梁設計：多田一正：（日本工営） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

2.  調査工程 



 

 

2-1 基本設計現地調査

JICA総括

加藤
予定 予定 予定 予定 予定 予定 予定

12 16 木
運輸・公共事業省、国家道路公団

表敬、質問書提出
IR（調査方針）説明及び協議

JICA訪問、運輸・公共事業省
国家道路公団表敬、質問書提出

IR（調査方針）説明及び協議

JICA表敬、運輸・公共事業省
国家道路公団表敬、質問書提出

IR（調査方針）説明及び協議
表敬訪問 作業 作業 作業

17 金
現地調査

（リロングウェ－サリマ－バラカ）
現地調査

（リロングウェ－サリマ－バラカ）
現地調査

（リロングウェ－サリマ－バラカ）
現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

18 土
現地調査

（リロングウェ－サリマ－バラカ）
現地調査

（リロングウェ－サリマ－バラカ）
現地調査

（リロングウェ－サリマ－バラカ）
現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

19 日
現地調査（バラカ～マンゴチ橋）

団内打ち合せ
現地調査（バラカ～マンゴチ橋）

団内打ち合せ
現地調査（バラカ～マンゴチ橋）

団内打ち合せ
現地調査 作業 作業 作業

20 月
運輸・公共事業省、
国家道路公団協議

運輸・公共事業省、
国家道路公団協議

運輸・公共事業省、
国家道路公団協議

作業 作業 作業 作業

21 火
運輸・公共事業省、
国家道路公団協議

運輸・公共事業省、
国家道路公団協議

運輸・公共事業省、
国家道路公団協議

作業 作業 作業 作業

22 水 ミニッツサイン ミニッツサイン/JICA事務所報告 ミニッツサイン/JICA事務所報告 作業 作業 現場調査 現場調査

23 木 資料整理・報告書作成 作業 作業 現場調査 現場調査 現場調査

24 金
ザンビア大使館　報告

現場作業 作業 現場調査 作業 作業

25 土 移動日 作業 現場作業 現場調査 作業 作業

26 日 作業 現場作業 現場調査 作業 作業

27 月 作業 作業 現場調査 作業 調査　ブラン

28 火 現場作業 現場作業 現場調査 現場作業 現場作業

29 水 現場作業 現場作業 現場調査 現場作業 現場作業

30 木 現場作業 現場作業 現場調査 現場作業 現場作業

31 金 作業 作業 作業 作業 作業

1 1 土 ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング

2 日 作業 作業 作業 作業 作業

3 月 作業 作業 作業 作業 作業

4 火 現場調査 現場調査 現場調査 作業 作業

5 水 作業 作業 作業 作業 作業

6 木 作業 作業 作業 作業 作業

7 金 作業 作業 作業 作業 作業

8 土 作業 作業 作業 作業 作業

9 日 作業 作業 作業 作業 作業

10 月 作業 作業 作業 作業 作業

日時

月 日

曜日
橋梁設計

自然調査Ⅰ(測量/
地質/環境社会配慮)

自然条件調査Ⅱ
(河道特性/水文)

施工・調達計画
/積算

森下潤戸塚奈津子比嘉靖多田一正

計画管理

杉田

業務主任/
橋梁・道路計画

市川敏夫



 

 

 

2-2 基本設計概要説明

日順 日数 曜日
総括

村瀬　達哉（JICAマラウイ事務所）
業務主任/橋梁・道路設計画

市川　敏夫（NK）
橋梁設計

多田　一正（NK）

1 5/16 月

2 5/17 火

3 5/18 水

6 5/19 木

7 5/20 金 （協議・署名予備日）

8 5/21 土

9 5/22 日

10 5/23 月
在ザンビア日本国大使館報告

（ルサカ泊）

リロンゲ(08:20)発(QM181)→ルサカ(10:10)着
（ルサカ泊）

運輸・公共事業省／国家道路公団
基本設計概要書（DBD）説明／協議・M/D案提示

（リロングェ泊）

現地踏査（測量図面チェック及びナンコクエ橋河川内ボーリング位置の確認）
（リロングウェ泊）

現地踏査（測量図面チェック）
（リロングウェ泊）

JICAマラウイ事務所にて打合せ、運輸・公共事業省／国家道路公団　表敬
（リロングェ泊）

運輸・公共事業省／国家道路公団
基本設計概要書（DBD）説明／協議・M/D署名

（リロングェ泊）

（協議・署名予備日）
資料整理（リロングェ泊）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

3.  関係者（面会者）リスト 



 

  
資料 3 関係者（面会者）リスト 
 
3-1 現地調査 （平成 16 年 12 月 16 日～平成 17 年 1 月 16 日） 

(1) ザンビア 日本大使館 

財津知亭   一等書記官 

(2) JICA マラウイ事務所 

加藤高史   所長 
内山貴之   所員 
Mr. Tom Mtenji   Programme Officer 

(3) 運輸・公共事業省リスト 

Mr. Francis B. Chinsinga  Secretary for Transport and Public Works 
Mr. L.M. Chirwa   Deputy Secretart 
Mr. Anthony Livuza  Director of Administration and Finance 
Mr. Collins K. Kumangirana  Director Roads 
Mr. Kelvin Mphonda  Civil Engineer 
Mr. Gomdwe N.B.T  Civil Engineer 
Mr. Haneda J. Harawa  Sr. Technical Officer 
Mr. Adams Chavula  Chief of Customer Service Unit, Meteorological 

Services 
Mr. T. I. Masimbi   Materials Superintendent 
Mr. Stanley D.K. Jere  Chief Materials Technician 

(4) 国家道路局（National Road Authority :NRA） 

Mr. Dauphin E. Makako  Chief Engineer 
Mr. Maxwell Y. Kachiwala   Operation Director 
Mr. Benjamin Kapoteza  Technical Director (Urban Road Division) 
Mr. C. Zanbezi   Technical Director (Procurement) 
Mr. A. Mnthini   Technical Director (Central Road Division) 
Mr. P. Kasakatira   Technical Director (Central Road Division) 
Mr. L.S. Siwande   Transport Engineer 
Mr. Peter S. Makwinja   Environmental Planner 
Mr. Cyril Kamkwamba  Project Engineer 
Mr. Okendeni Kondowe  Project Engineer (Planning) 
Mr. C.M. Mtawali   Senior Engineer (Development Project) 

(5) 国家道路局リロングェ・ゾーン事務所 

Mr. Amos Phiri   Zone Engineer (CRD) 
(6) Ministry of Water Development, Water Resources Department 

Mr. Sydney M. Mainala   Director of Water Resources 
Mr. W.P.C. Chipeta Chief Water Resources Development Officer, 

Surface Water Division 
Mr. Kalua  Chief Hydrologist, Surface Water Division 
Mr. Kaunda Hydrologist, Surface Water Division 

(7) Ministry of Agriculture, Irrigation Department 

Mr. S. C. W Maweru  Director of Irrigation Services 
(8) Ministry of Natural Resources and Environmental Affairs 

Mr. Y. Kaukutu  Geologist, Geological Survey Department 
(9) Salima Police Station 

Mrs. Kachemwe  Traffic Officer 



 

(10) Salima District Hospital 

Mr. M.N. Chimkhuzi  Assistant Health Officer 
Mr.N.A. Makina Assistant Human Resource Management Officer 

(11) Njolo 村 村評議員（ナンコクエ橋近郊） 

Mr. E.B. Biocincley  Village Councilor 
(12) その他 地域住民 

Mr. A.P. Kadulsa  農民（ナンヤングカルバート近郊） 
Mr. F. Masaciko キオスク経営者（アンゴニカルバート近郊） 
 

3-2 現地調査 （平成 17 年 5 月 15 日～平成 17 年 5 月 25 日） 

(1) ザンビア 日本大使館 

 財津知亭   一等書記官 

(2) JICA マラウイ事務所 

村瀬達哉   次長 
内山貴之   所員 
Mr. Tom Mtenji   Programme Officer 

(3) 運輸・公共事業省リスト 

Mr. Francis B. Chinsinga  Secretary for Transport and Public Works 
Mr. Anthony Livuza  Director of Administration and Finance 
Mr. Collins K. Kumangirana  Director of Roads 
Mr. Mike Msale     Deputy Director of Road 
Mr. Kelvin Mphonda  Civil Engineer 
Mr. Gomdwe N.B.T  Civil Engineer 
Mr. Jone Ndola      Civil Engineer 
Mr. T.K. Masimbi   Sr. Material Technician 
Mr. E.G. Machila   Material Technician 

(4) 国家道路局（National Road Authority：NRA） 

Mr. Maxwell Y. Kachiwala  Operation Director 
Mr. A. Mnthini   Technical Director (Central Road Division) 
Mr. P. Kasakatira     Technical Director (Central Road Division) 
Mr. L.S. Siwande   Transport Engineer 
Mr. Peter S. Makwinja   Environmental Planner 
Mr. Okendeni Kondowe  Project Engineer (Planning) 
Mr. F. Dimu     Senior Engineer (Development Project) 

(5) 天然資源環境省 

Ms. T.G. Mbale   Principal Env. Officer (Environment Dept) 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

4.  討議議事録（M/D） 



 

 

 

 

 

 

 

 

4-1 現地調査（2004 年 12 月 23 日） 

























 

 

 

 

 

 

 

 

4-2  概要説明（2005 年 5 月 20 日） 







 

 

 

 

 

 

 

 

5.  事業事前計画表 



事業事前計画表（基本設計時） 

１．案件名 

マラウイ共和国 バラカ～サリマ間国道 5 号線橋梁架け替え計画 基本設計調査 

2．要請の背景(協力の必要性･位置付け) 

内陸国であるマラウイ国では、道路交通が国際物流を含む物資、旅客輸送の重要な役割を担ってお

り、マラウイ国の経済発展の基盤となっている。同国の道路総延長は 15,451km で、その舗装率は約

24.4%（3,774km）であるが、一部の幹線道路を除く道路の現状は、継続的な緊縮財政の結果、十分な維

持管理が行えないために、路面の劣化や洪水等による道路および橋梁の損壊を防ぐことができず、度重

なる通行止めのため輸送・交通コストの上昇をもたらしている。 

このため、マラウイ国政府では 2002 年において、2012 年までに幹線道路網の 80%を良好な状態にす

ることを目標とした 10 ヵ年（2003 年～2012 年）道路セクター投資プログラムを作成し、全体で 1,671 百万

米ドルの投資計画を策定し、南部アフリカ近隣国への輸送回廊およびそれに連結する幹線道路の整備・

改修を最重要課題に位置付けている。 

国道 5 号線はマラウイ国の南北を縦貫する全長 500km の幹線道路であり、北はタンザニアに向かう北

部回廊を、南にはモザンビークのナカラ港への国際輸送回廊としての役割を果たしている。この国道 5 号

線に位置する橋梁の多くは、建設後 20～30 年以上を経て損傷・老朽化しており、また洪水時には橋梁が

冠水、流失するケースが多発し、現在、南部区間のナンコクウェ橋およびアンゴニ橋では仮橋による通行

を余儀なくされ、円滑な交通が阻害されており幹線道路としての機能が損なわれた状況にある。 

このような状況を背景として、マラウイ国政府は、国道 5 号線南部区間のバカラ～サリマにおける 4 橋

梁を架け替えるための、資金援助（無償資金協力）を我が国政府に対し、要請した。 

この国道 5 号線橋においては、北部区間のムスズ～コタコタ間において、現在 EU が資金援助を実施

しており、2 橋梁の架け替え計画が進行中である。 

本プロジェクトによって、国道 5 号線の安定的な交通を確保し、輸送コストの低減や地域経済の活性化

ならびに物流の促進によるマラウイ国の社会経済の発展に貢献する。 

3．プロジェクト全体計画概要 

（1） プロジェクト全体計画の目標 

国道 5 号線、南部地方の中核都市バラカ市と中部地方の中核都市サリマ市を結ぶ延長 158km の  
区間において円滑で安定的な交通が確保される。 

裨益対象の範囲および規模：国道 5 号線の対象区間が通過するサリマ、デッサ、ンチュウの地域 

直接裨益人口：約 110 万人 

（2） プロジェクト全体計画の成果 

国道 5 号線バラカ～サリマ間（延長 158km）の 4 橋梁が架け替えされる。 

（3） プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 洪水により損傷した橋梁・カルバートを新しく架け替える。 

イ 橋梁を保護するため河川護岸を補修・補強する。 

ウ 橋梁・道路の維持管理体制を強化する。（技術移転） 

（4） 投入（インプット） 

ア 日本側（=本案件）： 無償資金協力 6.91 億円 

 



イ マラウイ国側： 

（ア） 必要な人員の確保 

（イ） 工事用地の確保（仮設ヤード、ユーティリティーの移設を含む） 

（ウ） 対象道路・橋梁の補修・維持管理費用の確保 

（5） 実施体制 

主管官庁： 運輸・公共事業省（MOTPW） 

実施機関： 国家道路公団（NRA） 

４．無償資金協力案件の内容 

（1） サイト 

・ マラウイ国 国道 5 号線 バラカ～サリマ間の 4 橋梁地点 

（2） 概要 

・ 当該無償資金協力により整備される主要な施設は以下の 4 橋梁である。 

番号 橋梁/カルバート名 橋長(m) 建設年 改修方法 
  1 アンゴニ・カルバート 15.5  1984 架け替え 
  2 ナンヤング・カルバート 7.5  1984 架け替え 
  3 ナンコクエ橋 28.6  1984 架け替え 
  4 ルワジ橋 42.9  1984 架け替え 

 

（3） 相手国負担事項 

・ 環境承認手続きおよび認証の取得 

・ 建設用地内に耕作している作物に対する補償金の支払い 

・ 電話・電線の配電線移設および架設ヤードまでの配線引き込み 

・ メインキャンプヤードおよび仮設ヤードの確保 

・ 交通マネージメント対応の整理員およびメインキャンプヤードの警備のための警官配置 

・ 迂回路のためのベイリー橋の提供 

（4） 概算事業費 

・ 概算事業費 7.06 億円（無償資金協力 6.91 億円、マラウイ国側負担 0.15 億円） 

（5） 工期 

・ 詳細設計・入札期間を含め約 28 ヶ月（予定）  

（6） 貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 

・ 架け替え橋梁は既存橋梁とほぼ同位置に計画し、自然環境への影響を最小限に抑える。 

・ 沿道の住民・農作物に対する工事の影響を最小限に抑える。 

・ 河川内の掘削に際しては沿道住民の水利用に配慮し、河川水の汚濁を最小限に抑える。 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

・ マラウイ国内情勢・治安が悪化しない 

・ 大洪水など甚大な天災が発生しない 



 
 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（1） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 2005 年実測値 2007 年計画 

交通量の増加 

（ルワジ橋を通過する自転車・

バイクを除く交通量） 

仮設橋の荷重制限により、重積

載車両の通行が制限されてい

る。交通量調査測定値：469 台

/12 時間（7 時～19 時） 

重積載車両等の交通量が増加

する。 

交通事故の減少 

（サリマ～バラカ間の 14 橋付近

で発生した年間事故件数） 

過去 4 年間の年間平均事故件

数 5.25 件、死亡者数 1.25 人/
年、負傷者数 6.75 人/年 

事故件数、死亡者数、負傷者数

が減少する。 

交通遮断の減少 

（4 橋付近における年間の交通

遮断回数） 

過去 3 年間に対象橋の損傷によ

る交通遮断（遮断期間約 1 ヶ月）

が 3 回発生した。 

対象橋の損傷による交通遮断が

なくなる。 

維持管理費の削減 4 橋に対する維持管理費は年間

予算の約 10%である。 
プロジェクト完成後の 4 橋の維持

管理費の予算が削減される。 

（2） その他の成果指標 

    特になし 

（3） 評価のタイミング 

2007 年以降（プロジェクト完成後） 
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